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学校教育活動（教師・保護者・生徒）アンケート集計結果のお知らせ

１，回収率 保護者 ９３．０% 生徒 ９６．２% 教職員 １００%
２，集計内容

学校評価アンケートにご協力頂き誠にありがとうございました。
「そう思う」「大体そう思う」「あまりそう思わない」「そう思わない」「分からない」の４つの観点で

回答を頂きました。「そう思う」「大体そう思う」といった、肯定的な回答の数値を示しました。職員の中に
は、事務室の職員等、授業に関わらないこともあるので、「分からない」の回答もあることもご了承ください。

また、数値の下の（ ）内の数値は、わからない又は無回答の数値となります。★印は昨年度より数値が上
がったことを示します。

（％）

評価項目 保護者 教職員 生徒 平均 分析と方向性

学 ①学習態度について ★ ★ ・全体的に高い評価です。一層意欲的
（聞く・聴く・話す・読む 83.7 81.0 87.0 83.9 に参加できる授業づくりを目指します。

習 発表する・参加する） (7.7） (16.0) (3.0) 生徒の評価は昨年度より 10 ポイント高
くなりました。さらなる向上を目指し、
学習態度の向上に努めて参ります。

②分かりやすい授業と工夫 ★ ★ ・生徒は概ね分かりやすい授業と感じ
や努力について 73.7 82.0 82.7 79.4 ているようです。保護者の皆様には、

(19.0) (13.0) (8.3) 授業公開や授業参観等、多くの授業を
見る機会の設定を計画しております。4
月 21 日（土）にも予定しておりますの
で、多くの保護者の来校をお待ちして
おります。ICT の更なる活用や個やグ
ループなど学習形態の工夫をさらに深
めて、知識の定着を図っていきます。
昨年度と比べ、保護者で 9 ポイント、
生徒は 11 ポイント向上しました。

③個や理解度に応じた授業 ★ ★ ・きめ細かな指導や支援を意識して授
の展開をしているか 69.0 72.0 77.7 72.5 業を行ってきましたが、今後も個別の

(20.0) (20.0) (10.0) 支援の研修を行い、個に応じた授業づ
くりや少人数指導に努めて参ります。
昨年と比べ、保護者で 15 ポイント、生
徒で 16 ポイント向上しました。

生 ④登下校や校内での挨拶が ★ ★ ・校内での挨拶は、全体的に良くなっ
できているか 79.7 78.0 82.7 80.1 てきていると教職員は高く評価してい

活 (5.3) (6.0) (6.7) ますが、まだまだ不十分であるとの評
価もあります。「あいさつ日本一」を掲
げる方針を基に、教職員が率先垂範で
指導にあたります。来校者からもお褒
めの言葉を頂いております。また、安
全を見守って頂いている防犯ボランテ
ィアの方々や、安全指導員の方々にも
感謝の気持ちを持って挨拶できるよう
今後も指導していきます。
昨年と比べ、保護者で 4 ポイント、生
徒で 4 ポイント向上しました。



評価項目 保護者 教職員 生徒 平均 分析と方向性

生 ⑤一人一人の居場所が確保 ★ ★ ・学校、学年、学級の各経営案にも、
されているか 79.0 75.0 75.0 76.3 生徒の居場所作りや生徒を中心とした

活 (10.7) (16.0) (12.7) 自治活動、承認、賞賛など、一人一人
の個性を意識した教育活動が展開され
るよう努力して参りました。今後も生
徒のために、委員会や学級などの組織
にさらに工夫し、心地よい居場所作り
を目指します。委員会や係活動など、
多くの生徒に機会を与え、多くの経験
を積ませ、生徒たちのさらなる成長に
つながるよう努めて参ります。
昨年と比べ、保護者で 5 ポイント、生
徒で 8 ポイント向上しました。

⑥いじめの未然防止・早期 ★ ★ ・安心して学校生活が送られるように、
発見・早期対応について 68.7 75.0 73.3 72.3 未然防止や人権教育、道徳教育の充実

(18.3) (16.0) (12.3) を目指していきます。教育相談の更な
る充実と生活ノート（スタディライフ）
や毎日生徒とのコミュニケーションに
努め、些細なことも見逃さない姿勢で
今後もいじめのない学校作りを、学校
をあげて取り組んで参ります。また、
いじめアンケートを年間 5 回実施し、
組織をあげて解決に努めております。
昨年と比べ保護者で 10 ポイント、生徒
で 15 ポイント向上しました。

⑦学校行事を通して目的を ・様々な学校行事を通して、生徒たち
持って行われ、又、好まし 76.3 82.0 83.7 80.6 は着実に成長しています。豊かな人間
い人間関係の構築になって (12.0) (16.0) (9.0) 関係や時として我慢することの必要性
いるか など、生徒も教職員も行事のねらいと

重要性を十分理解しています。今後も
更なる工夫を凝らし、行事の充実を図
り生徒たちの成長につなげていきます。
また、多くの生徒に活躍の場を設け、
成就感を味わわせていきたいと思いま
す。昨年と比べ、ほぼ同じ数値となり
ました。

運 ⑧各種便りで教育方針や生 ★ ★ ・各学年や学校、相談室、給食、保健
活の様子が伺えたか 82.7 72.0 78.0 77.5 便り等、今後も紙面を工夫し生徒の様

営 (9.0) (12.0) (15.0) 子や学校の様子を分かりやすく作成し
ていきます。また、今年度ホームペー
ジの閲覧回数が一日平均 600 を超え、
多いときは 850 を超えます。さらなる
充実と情報発信に努めて参ります。昨
年と比べ保護者で 5 ポイント、生徒で
11 ポイント向上しました。

⑨施設の安全管理や衛生面 ★ ★ ・安全、安心な学校を目指し、老朽化
82.0 86.0 85.7 84.5 の進んでいる箇所等、予算を効率的に
(12.0) (9.0) 活用し、計画的に改善してまいります。

また、進んで清掃に取り組む生徒の育
成に美化委員会の自治的な活動を通し
て前進させていきたいと思います。
昨年と比べ保護者で 7 ポイント、生徒
で 3 ポイント向上しました。



評価項目 保護者 教職員 生徒 平均 分析と方向性

運 ⑩健康維持・体力向上のた ★ ★ ・体育祭や長縄大会等、生徒会や体育
めに体育的行事や部活動に 84.0 75.0 84.7 81.2 祭実行委員が中心となり、生徒の手に

営 積極的に参加したか (9.0) (23.0) (7.3) よる運営がなされ、感動ある体育的な
行事ができました。組み体操・ダンス
の復活を望む保護者の声もありました
が、安全を最優先し、さらなる種目の
工夫や改善をして参ります。
「一生懸命がかっこいい！一生懸命が
気持ちいい！」「一生懸命に感動！」が
定着しつつあり、部活動においては多
くの部活動で好成績を上げることがで
きました。
昨年と比べ保護者で 5 ポイント、生徒
で 6 ポイント向上しました。

規 ⑪登下校のマナーや社会の ★ ★ ・自転車通学者の軽微な接触事故があ
範 ルールの遵守について 85.3 64.0 87.7 79.0 り、集会を実施し、加害者になり得る
・ (10.0) (13.0) (8.0) 危険性があることを指導しました。防
危 犯ボランティアの方々、地域の方、保
機 護者、PTA の地区委員の方々に温かく
管 見守られ感謝しております。今後も多
理 くの方々のお力をお借りしながら、生

徒の安全確保に努めて参ります。
他 昨年と比べ保護者で 8 ポイント、生徒

で 4 ポイント向上しました。

⑫防災・防犯対策と危機管 ★ ★ ・様々な場面を想定した避難訓練を実
理について 79.0 78.0 88.0 81.6 施しました。今年度は清掃時間終了後

(15.3) (16.0) (6.7) に地震が起きた想定で実施し、生徒た
ちに「自分の身は自分で守る」ことを
意識した訓練も実施しています。訓練
中にふざけた態度があり、真剣に訓練
に参加するよう指導もしました。3 学
期に行われた避難訓練では、整然と真
剣な態度で行うことができました。ま
た、インフルエンザ蔓延防止や感染性
胃腸炎防止等にも細心の注意をはらい、
生徒たちへの予防指導も徹底して参り
ます。昨年と比べ保護者で 9 ポイント、
生徒で 9 ポイント向上しました。

⑬保護者等や来校者への誠 ★ ・電話の応対等の研修を行い、保護者
実な対応について 82.7 85.0 ・ 83.8 やお客様に対する接遇に関しても今後

(12.3) (13.0) もより一層研修を深めるとともに、不
審者対策としても来校者に対する声か
けなど積極的に努めて参ります。
昨年と比べ保護者で 7 ポイント向上し
ました。

⑭悩み事や相談ごとの職員 ★ ・担任や、スクールカウンセラーや心
の親身な対応について ・ ・ 72.3 72.3 の教室相談員、養護教諭など、組織を

(17.0) あげて相談体制やケアまで親身になっ
て対応しています。保護者の方々も、
お子様の気になったことがあれば、遠
慮無く相談してください。
昨年と比べ 15 ポイント向上しました。



評価項目 保護者 教職員 生徒 平均 分析と方向性

規 ⑮ボランティア活動への参 ★ ・ボランティアの案内一覧文書（JOY
範 加状況 23.3 23.0 ・ 23.1 ボラ）を全校生徒に配布していると
・ (14.3) (40.0) ころです。気軽に近隣で参加できるボ
危 ランティアが紹介されています。各自
機 治会への吹奏楽部の参加や地区文化祭
管 への参加など、延べ 100 名以上が参加
理 しました。まだまだ参加率は少ないで
・ すが、長期休業中など、地域に貢献で
他 きるようご家庭でもご指導ください。

子ども&若者 NPO ボランティアに参加
した生徒も 2 名あり、参加証明書も頂
きました。昨年と比べ保護者で 4 ポイ
ント向上しました。

⑯福祉学習・職場体験・久 ★ ★ ・地域や多くのボランティアの方々の
寺家学習など地域との交流 76.3 71.0 84.0 77.1 ご協力により、充実した久寺家学習を
が図れたか (13.0) (19.0) (8.3) 展開することができました。また、社

会福祉協議会のご指導により、車いす
体験など貴重な体験をすることができ、
高齢者社会の中で何をしなければなら
ないか、1 年生にとっても有意義な時
間を過ごすことができました。数多く
の事業所の協力で実施できた職場体験
においては、生徒の職業観や勤労観を
培うことができました。また、技術に
おいては、パソコンお楽しみ隊の方々
の協力を得て、授業の展開しました。
昨年と比べ保護者で 7 ポイント、生徒
で 5 ポイント向上しました。

⑰合言葉「一生懸命がかっ ★ ★ ・各種行事、部活動などにおいて「一
こいい！一生懸命が気持ち 74.3 79.0 77.0 76.7 生懸命」がキーワードとなり、生徒の
いい！」を意識した活動が (13.0) (9.0) (9.0) 言葉の中にもたくさん出てくるように
できたか なりました。3 年生が後輩の良いお手

本となり、後輩も 3 年生にあこがれを
もって、自分たちの成長に努めていま
す。昨年と比べ保護者で 6 ポイント向
上しました。

⑱小集団を活用した「学び ・教え合い、学び合いの場を設定し、
の場」を設定し、授業を行 ・ 64.0 ・ 理解度を高めるとともに知識の定着を
ったか (23.0) 図っていきます。また、2 年生の数学

においては、1 クラスを 2 つに分けて、2
名の教員で少人数指導も実施しており
ます。

⑲特別な支援の必要な生徒 ・ 82.0 ・ ・全ての生徒たちが生き生きと学校生
に対し、合理的配慮を施し (9.0) 活を送るために、全教職員で共通理解
て生き生きとした学校生活 を図り、個別の対応や支援を実施して
を送る配慮について います。インクルーシブ教育システム

の構築により、お子様に合理的な配慮
が必要な場合は、学校と保護者との同
意をもとに検討していきますので、お
気軽にご相談ください。

自由記述欄には、さらなる学習指導の充実や部活動への要望等多くの意見が寄せられました。今年度は、自由記
述欄に、できるだけ記名をお願いしました。ご意見に回答するためです。ご意見をいただいた中で、ご記名のあっ
た方には、学校より回答させていただきました。また、寄せられた要望には、現在教育課程検討委員会の中で、改
善できる部分につきましては検討して参ります。

昨年度に比べポイントが向上しましたが、今後もさらなる向上を目指し、生徒一人一人を大切にした学校運営に
努めて参ります。

また、心温まる励ましの言葉なども有り、教職員の新たな糧にしてきたい所存でございます。
アンケートご協力ありがとうございました。




